
契約業績（生命保険会社3社合算：個人保険・個人年金保険）

○新契約年換算保険料は、957億円、前年同期から2.6％の増加

○新契約高は、3兆7,797億円、前年同期から4.6％の減少

○保有契約高は、89兆5,769億円、前年度末から0.6％の増加

損益関係（生命保険会社3社合算）

○基礎利益は、828億円、前年同期から24.9％の減少

損益関係（プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン連結）

○経常収益は、2兆893億円、前年同期から21.2％の減少

○保険料等収入は、1兆7,706億円、前年同期から8.7％の減少

○経常利益は、757億円、前年同期から37.0％の減少

○親会社株主に帰属する中間純利益は、464億円、前年同期から41.6％の減少

2025年11月20日

プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン株式会社

2025年度上半期業績報告

　プルデンシャル・グループ4社［プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン、

プルデンシャル生命、ジブラルタ生命、ＰＧＦ生命（プルデンシャル ジブラルタ ファイ

ナンシャル生命）］の2025年度上半期（2025年4月1日～2025年9月30日）の業績につい

て、以下の通りお知らせいたします。

以上
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1．契約の状況等

3社合算（注） プルデンシャル生命 ジブラルタ生命
ＰＧＦ生命

（プルデンシャル
ジブラルタ ファイナンシャル生命）

2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

新契約年換算保険料 (百万円) 93,278 95,733 2.6 37,060 38,079 2.7 25,449 37,177 46.1 30,769 20,476 ▲33.5

保険料等収入＊ (百万円) 1,939,347 1,770,620 ▲8.7 787,738 693,604 ▲11.9 598,751 764,116 27.6 676,377 377,946 ▲44.1

新契約高 (百万円) 3,961,827 3,779,739 ▲4.6 2,241,823 1,957,770 ▲12.7 1,239,279 1,493,140 20.5 480,724 328,829 ▲31.6

新契約件数 (千件) 374 351 ▲6.2 179 160 ▲10.6 121 148 22.6 74 42 ▲42.9

2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％）

保有契約年換算保険料 (百万円) 2,099,370 2,116,532 0.8 872,224 876,245 0.5 865,820 868,426 0.3 361,325 371,860 2.9

保有契約高 (百万円) 89,084,572 89,576,972 0.6 44,938,863 45,216,850 0.6 36,304,354 36,311,486 0.0 7,841,354 8,048,635 2.6

2．資産の状況等

3社合算（注） プルデンシャル生命 ジブラルタ生命
ＰＧＦ生命

（プルデンシャル
ジブラルタ ファイナンシャル生命）

2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％） 2024年度末
2025年度
上半期末

増減率（％）

総資産 (百万円) 18,309,612 18,326,581 0.1 6,402,932 6,514,545 1.7 10,553,639 10,473,726 ▲0.8 1,353,040 1,338,309 ▲1.1

ソルベンシー・マージン比率 （％） 747.8 765.8 1,029.1 1,034.9 664.7 662.9

3．利益

3社合算（注） プルデンシャル生命 ジブラルタ生命
ＰＧＦ生命

（プルデンシャル
ジブラルタ ファイナンシャル生命）

2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

基礎利益 (百万円) 110,305 82,861 ▲24.9 20,851 19,327 ▲7.3 76,205 55,221 ▲27.5 13,247 8,311 ▲37.3

2025年度上半期契約業績（生命保険会社3社合算）
注・各社数値は、百万円未満を切り捨てて表示しています。3社合算値は、円単位の各社数値を単純合算し、百万円未満を切り捨てて表示しています。連結数値ではあ

りません。（＊保険料等収入を除く）
・各社の新契約件数は、千件未満を切り捨てて表示しています。3社合算の新契約件数は、各社の1件単位の数値を単純合算し、千件未満を切り捨てて表示していま
す。

上記は「個人保険＋個人年金保険」の金額または件数です。

＊保険料等収入は保険持株会社プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパンの連結数値です。
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プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン連結

経常収益
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

26,529 20,893 ▲21.2

保険料等収入
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

19,393 17,706 ▲8.7

経常利益
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

1,203 757 ▲37.0

親会社株主に帰属する中間純利益
2024年度
上半期

2025年度
上半期

増減率（％）

795 464 ▲41.6

総資産
2024年度末

2025年度
上半期末

増減率（％）

182,017 182,313 0.2

連結ソルベンシー・マージン比率
2024年度末

2025年度
上半期末

923.6％ 931.3％

（単位：億円）
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期　　別

科　　目

2024年度末
要約連結貸借対照表

（2025年3月31日現在）

2025年度
中間連結会計期間末

（2025年9月30日現在）

金　　額 金　　額

（資産の部）

現 金 及 び 預 貯 金 389,282 331,094

コ ー ル ロ ー ン 80,200 72,000

買 入 金 銭 債 権 33,622 139,592

金 銭 の 信 託 3,996 3,992

有 価 証 券 15,119,566 15,268,761

貸 付 金 1,836,370 1,723,953

有 形 固 定 資 産 121,532 127,700

無 形 固 定 資 産 61,916 58,056

再 保 険 貸 92,113 84,009

そ の 他 資 産 223,685 182,895

繰 延 税 金 資 産 253,251 249,894

貸 倒 引 当 金 △ 13,832 △ 10,625

資 産 の 部 合 計 18,201,705 18,231,324

（負債の部）

保 険 契 約 準 備 金 16,566,457 16,594,034

支 払 備 金 84,779 77,306

責 任 準 備 金 16,458,622 16,496,162

契 約 者 配 当 準 備 金 23,055 20,565

再 保 険 借 149,958 137,538

そ の 他 負 債 388,422 417,596

退 職 給 付 に 係 る 負 債 116,498 114,701

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 2,543 2,431

特 別 法 上 の 準 備 金 308,424 312,579

価 格 変 動 準 備 金 308,424 312,579

負 債 の 部 合 計 17,532,304 17,578,881

（純資産の部）

資 本 金 47,105 47,105

資 本 剰 余 金 55,874 55,874

利 益 剰 余 金 625,709 596,409

株 主 資 本 合 計 728,689 699,389

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 39,066 55,828

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △ 94,493 △ 99,432

退 職 給 付 に 係 る 調 整 累 計 額 △ 3,861 △ 3,342

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 合 計 △ 59,288 △ 46,946

純 資 産 の 部 合 計 669,401 652,442

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 18,201,705 18,231,324

中間連結貸借対照表

（単位：百万円）
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期　　別

科　　目

〔 2024年4月 1日から
2024年9月30日まで 〕

2024年度
中間連結会計期間

〔 2025年4月 1日から
2025年9月30日まで 〕

2025年度
中間連結会計期間

金　　額 金　　額

経 常 収 益 2,652,959 2,089,324

保 険 料 等 収 入 1,939,347 1,770,620

資 産 運 用 収 益 299,052 303,193

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 208,045 201,309

有 価 証 券 売 却 益 62,235 11,791

有 価 証 券 償 還 益 435 1,022

金 融 派 生 商 品 収 益 26,643 -

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 1,145 -

そ の 他 運 用 収 益 548 224

特 別 勘 定 資 産 運 用 益 - 88,844

そ の 他 経 常 収 益 414,559 15,510

経 常 費 用 2,532,596 2,013,525

保 険 金 等 支 払 金 1,955,059 1,718,738

保 険 金 158,864 164,838

年 金 55,069 54,857

給 付 金 139,383 124,399

解 約 返 戻 金 621,449 449,140

再 保 険 払 戻 金 5 6

そ の 他 返 戻 金 13,807 10,393

再 保 険 料 966,479 915,102

責 任 準 備 金 等 繰 入 額 0 37,541

責 任 準 備 金 繰 入 額 - 37,540

契 約 者 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額 0 0

資 産 運 用 費 用 355,176 35,134

支 払 利 息 139 274

有 価 証 券 売 却 損 16,022 6,589

有 価 証 券 評 価 損 9,449 357

有 価 証 券 償 還 損 376 213

金 融 派 生 商 品 費 用 - 18,485

為 替 差 損 325,472 3,605

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 - 2,486

貸 付 金 償 却 0 0

賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費 587 673

そ の 他 運 用 費 用 2,024 2,446

特 別 勘 定 資 産 運 用 損 1,102 -

事 業 費 191,632 193,644

そ の 他 経 常 費 用 30,727 28,466

経 常 利 益 120,363 75,798

特 別 利 益 929 1,068

固 定 資 産 等 処 分 益 929 916

そ の 他 特 別 利 益 - 151

特 別 損 失 5,849 7,188

固 定 資 産 等 処 分 損 95 1,112

減 損 損 失 - 150

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額 4,159 4,154

そ の 他 特 別 損 失 1,594 1,770

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額 3,621 3,451

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 111,821 66,227

法 人 税 及 び 住 民 税 等 35,801 21,456

法 人 税 等 調 整 額 △ 3,536 △ 1,728

法 人 税 等 合 計 32,265 19,728

中 間 純 利 益 79,555 46,499

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益 79,555 46,499

中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

・中間連結損益計算書
（単位：百万円）
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期　　別

科　　目

〔 2024年4月 1日から
2024年9月30日まで 〕

2024年度
中間連結会計期間

〔 2025年4月 1日から
2025年9月30日まで 〕

2025年度
中間連結会計期間

金　　額 金　　額

中 間 純 利 益 79,555 46,499

そ の 他 の 包 括 利 益 △ 22,049 12,342

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △ 13,695 16,761

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △ 8,733 △ 4,938

退 職 給 付 に 係 る 調 整 額 380 518

中 間 包 括 利 益 57,506 58,841

親 会 社 株 主 に 係 る 中 間 包 括 利 益 57,506 58,841

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他有価
証券評価
差額金

繰延ヘッジ
損益

退職給付に
係る調整
累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 47,105 54,334 543,888 645,328 86,534 △ 76,589 △ 1,594 8,350 653,678

当 中 間 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 60,916 △ 60,916 △ 60,916

親会社株主に帰属す
る 中 間 純 利 益

79,555 79,555 79,555

株 主 資 本 以 外
の項目の当中間期
変 動 額 （ 純 額 ）

△ 13,695 △ 8,733 380 △ 22,049 △ 22,049

当中間期変動額合計  -  - 18,639 18,639 △ 13,695 △ 8,733 380 △ 22,049 △ 3,409

当 中 間 期 末 残 高 47,105 54,334 562,528 663,968 72,838 △ 85,323 △ 1,214 △ 13,699 650,269

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他有価
証券評価
差額金

繰延ヘッジ
損益

退職給付に
係る調整
累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 47,105 55,874 625,709 728,689 39,066 △ 94,493 △ 3,861 △ 59,288 669,401

当 中 間 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 75,800 △ 75,800 △ 75,800

親会社株主に帰属す
る 中 間 純 利 益

46,499 46,499 46,499

株 主 資 本 以 外
の項目の当中間期
変 動 額 （ 純 額 ）

16,761 △ 4,938 518 12,342 12,342

当中間期変動額合計  -  - △ 29,300 △ 29,300 16,761 △ 4,938 518 12,342 △ 16,958

当 中 間 期 末 残 高 47,105 55,874 596,409 699,389 55,828 △ 99,432 △ 3,342 △ 46,946 652,442

・中間連結包括利益計算書
（単位：百万円）

中間連結株主資本等変動計算書

2024年度中間連結会計期間

（2024年4月1日から2024年9月30日まで）
（単位：百万円）

2025年度中間連結会計期間

（2025年4月1日から2025年9月30日まで）
（単位：百万円）
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中間連結財務諸表の作成方針

1. 連結の範囲に関する事項

連結される子会社及び子法人等数 21社

連結される子会社及び子法人等は、プルデンシャル生命保険株式会社、ジブラルタ生命保険株

式会社、プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル生命保険株式会社、プルデンシャル信託

株式会社、ロックウッド・ベンチャー・ワン・エルエルシー 日本支店、プルデンシャル・モー

ゲージ・アセット・ホールディングス・ワン・ジャパン投資事業有限責任組合、プルデンシャ

ル・モーゲージ・アセット・ホールディングス・ツー・ジャパン投資事業有限責任組合、Pine

Tree, L.P.、Green Tree, L.P.、Platinum, L.P.、Platinum II, L.P.、Platinum III, L.P.、

Gold, L.P.、Gold II, L.P.、Gold III, L.P.、GARNET日本橋匿名組合、GARNET春日匿名組合、

GARNET四ツ橋匿名組合、GARNET東京リビングポート匿名組合、GARNET神楽坂匿名組合及びソナミ

ラ株式会社であります。

GARNET神楽坂匿名組合は、出資持分を取得したことにより、当中間連結会計期間において新た

に連結の範囲に含めております。

　非連結の子会社は、ＰＧフレンドリー・パートナーズ株式会社及びプルデンシャル・ジャパ

ン・テクノロジー株式会社であります。

非連結の子会社は、総資産、売上高、当期損益及び利益剰余金の観点からみて、いずれも小規

模であり、当企業集団の財政状態と経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏

しいため、連結の範囲から除いております。

2. 持分法の適用に関する事項

非連結の子会社については、連結損益及び連結剰余金に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体と

しても重要性がないので、持分法を適用しておりません。

3. 連結される子会社及び子法人等の当中間連結会計期間の末日等に関する事項

連結子会社及び子法人等のうち、ロックウッド・ベンチャー・ワン・エルエルシー 日本支

店、プルデンシャル・モーゲージ・アセット・ホールディングス・ワン・ジャパン投資事業有限

責任組合、プルデンシャル・モーゲージ・アセット・ホールディングス・ツー・ジャパン投資事

業有限責任組合、Pine Tree, L.P.、Green Tree, L.P.、Platinum, L.P.、Platinum II, L.P.、

Platinum III, L.P.、Gold, L.P.、Gold II, L.P.、Gold III, L.P.、GARNET日本橋匿名組合、

GARNET春日匿名組合、GARNET四ツ橋匿名組合、GARNET東京リビングポート匿名組合及びGARNET神

楽坂匿名組合の中間決算日は6月30日であり、当中間連結会計期間の末日現在で実施した仮決算

に基づく財務諸表を使用して連結しております。

4. のれんの償却に関する事項

のれんは、発生原因に応じて20年以内での均等償却を行っております。

重要な会計方針に関する事項

1. 有価証券（買入金銭債権のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、売買目的有価証券に

ついては時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法に

よる償却原価法（定額法）、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及

び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第21号）に基づく責任準備金対

応債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社株式（保険業法第2条第12項

に規定する子会社が発行する株式をいう）については原価法、その他有価証券については、9月

末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法、取得差額が金利調整差額と認

められる公社債（外国債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法））、ただ

し市場価格のない株式等については移動平均法による原価法によっております。その他有価証券

の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。なお、外貨建その他有価証

券のうち債券に係る換算差額については、外国通貨による時価の変動に係る換算差額を評価差額

とし、それ以外の差額については為替差損益として処理しております。
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退職給付見込額の期間帰属方法 給付算定式基準

数理計算上の差異の処理年数 翌連結会計年度より5年～10年

過去勤務費用の処理年数 5年又は10年もしくは発生連結会計年度における一括

費用処理

2. デリバティブ取引の評価は時価法によっております。

3. 有形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。

・有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法（ただし、1998年4月1日以降に取得した建物（2016年3月31日以前に取得した附属設

備、構築物を除く）については定額法）を採用しております。

・リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

4. 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基

づく定額法により行っております。

5. 外貨建資産・負債は、9月末日の為替相場により円換算しております。

6. 貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準を準用して、次のとおり計上しており

ます。

破産、民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」とい

う）に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者（以下「実質破綻先」という）に対

する債権については、下記直接減額後の債権額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可

能見込額を控除し、その残額を計上しております。

また、現状、経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債

務者（以下「破綻懸念先」という）に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額

及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し

必要と認める額を計上しております。

　上記以外の債権については、過去の一定期間における倒産確率に債権額を乗じた額及び過去の

一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しております。

　債権は、一部重要性の乏しい債権を除き、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定

を実施し、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。

　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価

額及び保証等による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額か

ら直接減額表示しており、その金額は0百万円であります。

7. 退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に

基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額について、退職給付債務か

ら年金資産の額を控除した額を計上しております。

　退職給付に係る会計処理の方法は次のとおりです。

　なお、親会社である当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

8. 役員退職慰労引当金は、役員等に対する退職慰労金の支給に備えるため、支給見込額のうち、

当中間連結会計期間末において発生したと認められる額を計上しております。

9. 価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

10. ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号）に従い、その他

有価証券のうち外貨建有価証券の為替変動リスクのヘッジとして時価ヘッジ、及びキャッシュ・

フローのヘッジとして繰延ヘッジを適用しております。

ヘッジの有効性の判定は、時価ヘッジについてはヘッジ対象とヘッジ手段の時価変動を比較す
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る比率分析によっており、また、繰延ヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重要

な条件がほぼ同一となるようなヘッジ指定を行っているため高い有効性があるとみなしており、

これをもって有効性の判定に代えております。

11. 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対

象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上し5年間で均等

償却し、繰延消費税等以外のものについては、当中間連結会計期間に費用処理しております。

12. 当中間連結会計期間末時点において、保険契約上の責任が開始している契約について、保険契

約に基づく将来における債務の履行に備えるため、保険業法第116条第1項に基づき、責任準備金

を積み立てております。

責任準備金のうち保険料積立金については、次の方式により計算しております。

① 標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成8年大蔵省告示第48

号）

② 標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式

保険業法施行規則第69条第5項に基づき、一部の個人保険契約及び個人年金保険契約につい

て、追加責任準備金をプルデンシャル生命保険株式会社では3,388百万円、ジブラルタ生命保

険株式会社では16,115百万円積み立てております。

　責任準備金のうち危険準備金については、保険業法第116条及び保険業法施行規則第69条第1

項第3号に基づき、保険契約に基づく将来の債務を確実に履行するため、将来発生が見込まれ

る危険に備えて積み立てております。

　なお、責任準備金は、保険料及び責任準備金の算出方法書（保険業法第4条第2項第4号）に

記載された方法に従って計算し、保険業法第121条第1項及び保険業法施行規則第80条に基づ

き、毎決算期において適正に積み立てられているかどうかを、保険計理人が確認しておりま

す。

13. 保険料は、次のとおり計上しております。

初回保険料は、原則として、収納があり、保険契約上の責任が開始しているものについて、当

該収納した金額により計上しております。

　また、2回目以降保険料は、収納があったものについて、当該金額により計上しております。

　なお、収納した保険料のうち、当中間連結会計期間末時点において未経過となっている期間に

対応する部分については、保険業法第116条及び保険業法施行規則第69条第1項第2号に基づき、

責任準備金に積み立てております。

14. 保険金等支払金（再保険払戻金、再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、

当該約款に基づいて算定された金額を支払った契約について、当該金額により計上しておりま

す。

　なお、保険業法第117条及び保険業法施行規則第72条に基づき、当中間連結会計期間末時点に

おいて支払義務が発生したもの、又は、まだ支払事由の報告を受けていないものの支払事由が既

に発生したと認められるもの（以下「既発生未報告支払備金」という。）のうち、保険金等の支

出として計上していないものについて、支払備金を積み立てております。

　ただし、プルデンシャル生命保険株式会社、ジブラルタ生命保険株式会社における既発生未報

告支払備金については、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施設又は自宅にて医師等の

管理下で療養をされた場合（以下「みなし入院」という。）等に入院給付金等を支払う特別取扱

を2023年5月8日以降終了したことにより、平成10年大蔵省告示第234号（以下「IBNR告示」とい

う。）第1条第1項本則に基づく計算では適切な水準の額を算出することができないことから、

IBNR告示第1条第1項ただし書の規定に基づき、以下の方法により算出した額を計上しておりま

す。

（計算方法の概要）

　IBNR告示第1条第1項本則に掲げる既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支払額のう

ち、2023年度以前の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支払額について、みなし入

院に係る額を除外した上で、IBNR告示第1条第1項本則と同様の方法により算出しております。
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会計上の見積りに関する事項

1. 責任準備金

(1) 当中間連結会計期間に係る連結貸借対照表に計上した金額 16,496,162百万円

(2) 会計上の見積りの内容について理解に資するその他の情報

① 算出方法

責任準備金は、保険契約に基づく将来における債務の履行に備えるため、金融庁に認可を受

けた算出方法書により積み立てております。

　また、算出方法書の主要な仮定に基づく将来の見積りが、直近の実績と大きく乖離すること

により、将来の債務の履行に支障を来すおそれがあると認められる場合には、保険業法施行規

則第69条第5項に基づき、追加の責任準備金を計上しております。

② 主要な仮定

将来発生が予測される債務の算出においては、予定死亡率、予定事業費率、予定利率、予定

契約脱退率、予定罹患率等の基礎率や市場金利等を主要な仮定として用いております。基礎率

は過去の統計データや法令等によって決定され、その内容は金融庁の認可を受け又は金融庁へ

の届出を行っております。

③ 翌連結会計年度の影響

保険数理計算に使用した基礎率は当中間連結会計期間末時点で合理的であると考えておりま

すが、発生率等の予期せぬ変動が見込まれ、責任準備金の積立水準が不十分と判断される場合

には、責任準備金の必要額に影響を及ぼす可能性があります。また、市場環境の変化等により

責任準備金の必要額が増減する可能性があります。
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中間連結
貸借対照表
計上額

時　　価 差　　額

買入金銭債権

満期保有目的の債券 5,422 5,561 139

責任準備金対応債券 131,411 131,351 △ 60

その他有価証券 2,758 2,758 -

有価証券

売買目的有価証券 690,696 690,696 -

満期保有目的の債券 156,929 178,593 21,664

責任準備金対応債券 11,176,706 9,129,594 △ 2,047,111

その他有価証券 3,103,788 3,103,788 -

貸付金

保険約款貸付 411,115 411,115 -

一般貸付 1,312,838 1,248,452 △ 64,385

貸倒引当金 △ 9,467

1,714,485 1,659,567 △ 54,918

金融派生商品

ヘッジ会計が適用されていないもの (28,803) (28,803) -

ヘッジ会計が適用されているもの (107,642) (107,642) -

（借入金） (35,396) (41,249) △ 5,852

注記事項（中間連結貸借対照表関係）

1. 主な金融資産及び金融負債に係る中間連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。

　なお、市場価格のない株式等及び組合出資金等は、次表には含めておりません。また、現金及

び預貯金、コールローンは主に短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注

記を省略しております。
（単位：百万円）

・貸付金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

・デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債

務となる項目については、（ ）で示しております。

・負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

・有価証券には、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31

号）第24-3項及び第24-9項の基準価額を時価とみなす取扱いを適用した投資信託が含まれてお

ります。

・非上場株式等の市場価格のない株式等については、有価証券に含めておりません。当該非上

場株式等の当中間連結会計期間末における中間連結貸借対照表計上額は2,963百万円でありま

す。

・組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第31号）第24-16項に基づき、有価証券に含めておりません。当該組合出資金等の当中間

連結会計期間末における中間連結貸借対照表計上額は137,677百万円であります。

2. 主な金融商品の時価の内訳等に関する事項は、次のとおりであります。

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の

3つのレベルに分類しております。

レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定

した時価

レベル2の時価：レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて

算定した時価

レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
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区分
時価

レベル1 レベル2 レベル3 合計

買入金銭債権（その他有価証券） - 2,758 - 2,758

有価証券（売買目的有価証券） 307,422 383,274 - 690,696

公社債 - 95,170 - 95,170

株式 1,329 - - 1,329

外国証券 283,821 49,122 - 332,943

その他の証券 22,271 238,980 - 261,252

有価証券（その他有価証券） 215,236 2,637,150 94,940 2,947,327

公社債 - 1,020,752 20,053 1,040,806

株式 89,605 - - 89,605

外国証券 72,344 1,616,397 74,887 1,763,629

その他の証券 53,286 - - 53,286

デリバティブ取引 - 2,765 - 2,765

資産計 522,659 3,025,947 94,940 3,643,547

デリバティブ取引 - 139,210 - 139,210

負債計 - 139,210 - 139,210

区分
時価

レベル1 レベル2 レベル3 合計

買入金銭債権（満期保有目的の債券） - 5,561 - 5,561

買入金銭債権（責任準備金対応債券） - 131,351 - 131,351

有価証券（満期保有目的の債券） - 178,593 - 178,593

公社債 - 6,116 - 6,116

外国証券 - 172,477 - 172,477

有価証券（責任準備金対応債券） 133,718 8,531,568 464,306 9,129,594

公社債 - 6,080,711 - 6,080,711

外国証券 133,718 2,450,856 464,306 3,048,882

貸付金 - 14,751 1,644,816 1,659,567

保険約款貸付 - - 411,115 411,115

一般貸付 - 14,751 1,233,701 1,248,452

資産計 133,718 8,861,826 2,109,123 11,104,668

借入金 - - 41,249 41,249

負債計 - - 41,249 41,249

トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類

しております。

(1) 時価をもって中間連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：百万円）

・「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号）第24-3項及び

第24-9項の基準価額を時価とみなす取扱いを適用した投資信託については、上記表には含めて

おりません。中間連結貸借対照表における当該投資信託等の金額は156,460百万円でありま

す。

(2) 時価をもって中間連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：百万円）

(3) 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

ア.有価証券（預貯金・買入金銭債権のうち「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10号）に基づく有価証券として取扱うもの及び金銭の信託において信託財産として運用してい

る有価証券を含む）
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区分 評価技法
重要な観察

できないインプット
インプットの範囲

インプットの

加重平均

有価証券（その他有価証券）

外国証券 割引現在価値法 割引率 1.06%～1.23% 1.13%

　有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル1の

時価に分類しております。主に上場株式、上場投資信託、短期国債がこれに含まれます。公表

された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル2の時価に分類してお

ります。主に国債、地方債、社債、外国証券がこれに含まれます。相場価格が入手できない場

合には、将来キャッシュ・フローの割引現在価値法などの評価技法を用いて時価を算定してお

ります。評価にあたっては観察可能なインプットを最大限利用しており、インプットには、国

債利回り、スワップ金利、期限前返済率、信用スプレッド、倒産確率、倒産時の損失率等が含

まれます。算定にあたり重要な観察できないインプットを用いている場合には、レベル3の時

価に分類しております。相場価格が存在しない投資信託について、解約又は買戻請求に関して

市場参加者からリスクの対価を求められるほどの重要な制限がない場合には取引金融機関から

入手した基準価額を時価とし、レベル2の時価に分類しております。

イ.貸付金

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けて

おらず、返済見込期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定される

ため、帳簿価額を時価としております。

　一般貸付のうち、法人向貸付については、将来キャッシュ・フローを割り引いて現在価値を

計算し時価としております。個人向の住宅ローン等については、保証会社別の区分に基づき、

繰上返済率を織り込んだ見積将来キャッシュ・フローを割り引いて現在価値を計算し時価とし

ております。割引率はスワップレートや国債利回り等、適切な指標に信用スプレッド等を上乗

せして設定しております。貸倒懸念債権については資産査定において、担保及び保証による回

収見込額等に基づいて個別貸倒引当金の計算が行われており、債権額から個別貸倒引当金を差

し引いた金額を時価としております。

　時価に対して観察できないインプットによる影響額が重要な場合はレベル3の時価、そうで

ない場合はレベル2の時価に分類しております。

ウ.デリバティブ取引

デリバティブ取引は、金利関連取引（金利スワップション）、通貨関連取引（為替予約、通

貨スワップ）等であり、店頭取引のデリバティブ取引は割引現在価値法やオプションモデル等

を利用して時価を算定しております。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利

や為替レート等であり、重要な観察できないインプットを用いていないためレベル2の時価に

分類しております。

エ.借入金

借入金は将来キャッシュ・フローをスワップレートの利回りに信用スプレッド等を上乗せし

た割引率で割り引いて現在価値を計算して時価としております。重要な観察できないインプッ

トを用いているためレベル3の時価に分類しております。

(4) 時価をもって中間連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債のうちレベル3の時価

に関する情報

ア. 重要な観察できないインプットに関する定量的情報

　なお、上記には第三者から入手した価格を調整せずにレベル3に分類される時価として使用

している有価証券は含めておりません。
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有価証券（その他有価証券）
合計

公社債 外国証券

期首残高 23,915 86,429 110,344

当中間連結会計期間の損益に計上(*1) - △ 287 △ 287

その他の包括利益に計上(*2) △ 64 △ 218 △ 282

購入、売却、発行、決済による変動額 △ 3,798 △ 5,515 △ 9,314

レベル3の時価への振替 - - -

レベル3の時価からの振替(*3) - △ 5,520 △ 5,520

中間連結会計期間末残高 20,053 74,887 94,940

当中間連結会計期間の損益に計上した額の

うち中間連結貸借対照表日において保有す

る金融資産及び金融負債の評価損益(*1)

- △ 309 △ 309

イ. 期首残高から中間連結会計期間末残高への調整表、当中間連結会計期間の損益に認識した

評価損益

（単位：百万円）

(*1) 中間連結損益計算書の「資産運用収益」及び「資産運用費用」に含まれております。

(*2) 中間連結包括利益計算書の「その他の包括利益」の「その他有価証券評価差額金」に含

まれております。

(*3) レベル3の時価からレベル2の時価への振替であり、市場の活動の増加等により観察可能

な市場データが増加したことによるもの、もしくは観察可能となったものであります。当該振

替は当中間連結会計期間の期首に行っております。

ウ. 時価の評価プロセスの説明

当社グループは時価の算定に関する方針、手続及び時価評価モデルの使用に係る手続を定め

ております。これらの方針及び手続に基づき、時価の算定に用いられた評価技法及びインプッ

トの妥当性並びに時価のレベルの分類の適切性を検証しております。また、第三者から入手し

た相場価格を利用する場合においても、利用されている評価技法及びインプットの確認や類似

の金融商品の時価との比較等の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。

エ. 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明

外国証券の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットは、割引率であります。

スワップレートや国債利回り等に、主に信用リスク、流動性リスクのスプレッドを上乗せし

た、市場において要求されるリターンであります。割引率の著しい上昇（低下）は、金融資産

の時価の著しい下落（上昇）を生じさせることになります。

3. 前連結会計年度末に比して著しい変動がないため、賃貸等不動産の時価に関する事項の記載を

省略しております。

4. 債権のうち、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、三月以上延滞債権並びに貸付

条件緩和債権の額は、16,826百万円であります。なお、それぞれの内訳は次のとおりでありま

す。

　債権のうち、破産更生債権及びこれらに準ずる債権額は515百万円であります。

　上記取立不能見込額の直接減額は、0百万円であります。

　なお、破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続

開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

であります。

　債権のうち、危険債権額は16,298百万円であります。

　なお、危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が

悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で、破産

更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しない債権であります。

　債権のうち、三月以上延滞債権はありません。

　なお、三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として三月
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当連結会計年度期首現在高  23,055百万円

当中間連結会計期間契約者配当金支払額 5,942百万円

利息による増加等 0百万円

契約者配当準備金繰入額 3,451百万円

その他による減少 0百万円

当中間連結会計期間末現在高 20,565百万円

以上延滞している貸付金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権に該当しないもので

あります。

　債権のうち、貸付条件緩和債権額は12百万円であります。

　なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減

免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利となる取決めを行った貸付

金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、三月以上延滞債権に該当しないもので

あります。

5. 特別勘定の資産の額は723,546百万円であります。

なお、負債の額も同額であります。

6. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

7. 関係会社（連結される子会社及び子法人等を除く）の株式は2,840百万円であります。

8. 担保に供されている資産の額は、現金及び預貯金1,566百万円、有価証券48,027百万円、有形固

定資産41,426百万円、未収金14百万円及び未収収益42百万円であります。

また、担保付き債務の額は29,041百万円であり、その内訳は、借入金29,041百万円でありま

す。

9. 1株当たりの純資産額は、716,183,310円25銭であります。

10. その他負債には、ノンリコース借入金29,041百万円及び他の債務よりも債務の履行が後順位で

ある旨の特約が付された永久劣後特約付借入金6,355百万円を計上しております。

11. 責任準備金対応債券に係る中間連結貸借対照表計上額は11,308,118百万円、時価は9,260,946

百万円であります。

（プルデンシャル生命保険株式会社）

　責任準備金対応債券の設定にあたっては、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する

当面の会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第21号）に基づ

き、一般勘定負債のうち①個人変額保険及び個人変額年金保険を除く円建保険契約群及び②ユー

ロ建保険契約群をそれぞれ小区分としております。また、同委員会報告における別紙の方法、す

なわち将来における一定期間内の保険収支に基づくデュレーションを勘案した方法を採用してお

ります。これらの保険契約群について、当中間連結会計期間末日現在の保有契約から今後40年以

内に生じると予測される保険金・経費等のキャッシュ・アウトフローと保険料の一定割合である

キャッシュ・インフローについて、それらの金利感応度をコントロールすることにより金利変動

リスクを管理しております。

運用方針につきましては投資委員会にて、責任準備金対応債券のデュレーション及び資金配分

を定めており、また、四半期毎の将来収支分析の結果に基づき運用方針の見直しを行っておりま

す。

　上述の方法を用いた将来の①円建保険契約群の保険収支の期間は40年、負債のデュレーション

は11.9年、将来の保険料のデュレーションは7.0年、責任準備金対応債券のデュレーションは

15.0年となっております。また、②ユーロ建保険契約群の保険収支の期間は40年、負債のデュレ

ーションは12.3年、将来の保険料のデュレーションは5.3年、責任準備金対応債券のデュレーシ

ョンは15.0年となっております。
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（ジブラルタ生命保険株式会社）

　責任準備金対応債券の設定にあたっては、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する

当面の会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第21号）に基づ

き、一般勘定負債のうち①円建保険②米ドル建保険をそれぞれ小区分としております。

　なお、上記の各小区分には、同じ負債特性を持つ再保険契約が含まれます。

　各小区分における、責任準備金のデュレーションと責任準備金対応債券のデュレーションを、

一定範囲内でマッチングさせることにより、金利変動リスクを管理しております。

　当該責任準備金の額並びにデュレーションと、責任準備金対応債券の簿価額並びにデュレーシ

ョンについては、リスク管理部門がモニタリングを行っております。この結果をもとに、投資委

員会が責任準備金対応債券への資金配分計画並びに目標デュレーションの見直しを定期的に行っ

ております。

（プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル生命保険株式会社）

　責任準備金対応債券の設定にあたっては、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する

当面の会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第21号）に基づ

き、一般勘定負債のうち円建保険契約群を小区分としております。

　小区分における、責任準備金のデュレーションと責任準備金対応債券のデュレーションを、一

定範囲内でマッチングさせることにより、金利変動リスクを管理しております。

　当該責任準備金の額並びにデュレーションと、責任準備金対応債券の簿価額並びにデュレーシ

ョンについては、リスク管理部門がモニタリングを行っております。この結果をもとに、投資委

員会が責任準備金対応債券への資金配分計画並びに目標デュレーションの見直しを定期的に行っ

ております。

12. 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。
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注記事項（中間連結損益計算書関係）

1. 1株当たりの中間純利益は51,042,500円13銭であります。

2. 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。
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当連結会計年度
期首株式数

当中間連結会計期間
増加株式数

当中間連結会計期間
減少株式数

当中間連結会計期間末
株式数

発行済株式

普通株式 911 - - 911

（イ）配当金の総額 75,800百万円

（ロ）1株当たり配当額 83,205,269円

（ハ）効力発生日 2025年7月25日

注記事項（中間連結株主資本等変動計算書関係）

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

2. 配当支払額

2025年7月25日の株主総会において、次のとおり決議しております。

金銭による配当支払額

・普通株式の配当に関する事項

3. 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。
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